
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】用水路に設備したスクリーンが捕捉した塵芥を

水中から引上げる除塵装置と、その維持と修繕とを安価

とする。また水中から引上げた塵芥の処理のコストを下

げる。

【解決手段】用水路の途中に設けた水路底を低くした部

分１の中間に深さの半分ほどの下り壁９を設け、下り壁

９の下流側では該部分１全体に普通の水路底の高さに水

平のスクリーン１１を設けることで、浮いて流下する塵

芥は下り壁９前面に滞留させ、水に混じって流下する塵

芥は水平スクリーン１１の下面で捕捉させ、これらの塵

芥を該部分１を敷高とする排水ゲート１３を開くことで

用水路外に放出するよう構成するに当り、用水路の幅を

限られた長さの導水路で分割し、その上流端と下流端に

分割した水路幅の制水ゲート５，７を設備して、分割し

た用水路を通水と除塵に区分使用することで、下流の水

位低下等の影響を軽減する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
用 水 路 の 途 中 の 適 当 な 長 さ の 部 分 を 選 ん で 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 を 設 け 、 そ の 上 流 と 下
流 の 若 干 の 長 さ の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 部 分 を も 含 む 区 間 を 定 め て 、 水 路 幅 を ２ 分
割 す る １ 連 の 導 流 壁 を 設 置 す る 。
こ の 導 流 壁 の 上 流 端 に 各 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る ２ 門 の 制 水 ゲ ー ト を 設 け 、 同 時 に 、
下 流 端 に も 各 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る ２ 門 の 制 水 ゲ ー ト を 設 け る 。
さ ら に 水 路 底 を 低 く し た 用 水 路 の 中 間 に お い て 分 割 し た 各 水 路 の 水 路 側 壁 と 導 流 壁 の 天 端
か ら 普 通 の 水 路 底 の 高 さ に 至 る 下 り 壁 を 設 け る と 同 時 に 、 下 り 壁 よ り 下 流 側 の 水 路 の 底 を
低 く し た 部 分 の 全 体 に お い て 、 普 通 の 水 路 底 の 高 さ に 水 平 の ス ク リ ー ン を 設 け る 。
加 え て 、 各 分 割 し た 水 路 に お い て 、 下 り 壁 の 上 流 側 の 用 水 路 の 側 壁 に 設 け た 敷 高 を 低 く し
た 水 路 底 と し た 排 水 口 を 開 閉 す る 排 水 ゲ ー ト を 各 １ 門 設 置 す る 。
こ の よ う に す れ ば 、 用 水 路 を 流 下 す る 水 は 、 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 に 至 る と 、 下 り 壁 に
よ っ て 下 方 に 押 し 下 げ ら れ 下 り 壁 の 下 流 に 至 る と 、 普 通 の 水 路 底 の 高 さ に 設 け た 水 平 の ス
ク リ ー ン を 通 過 し て 浮 上 し て 以 下 の 下 流 側 の 普 通 の 断 面 の 用 水 路 に 流 下 す る 。
し た が っ て 、 流 下 す る 水 の 水 面 に 浮 い て 流 れ て き た 塵 芥 は 下 り 壁 の 上 流 面 に 滞 留 し 、 流 下
す る 水 に 混 じ っ て 流 れ て き た 塵 芥 は 水 平 ス ク リ ー ン の 下 面 に 捕 捉 さ れ る 。
今 、 ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 の 一 方 に お い て は 上 流 な ら び に 下 流 の 制 水 ゲ ー ト 全 開 、 排 水 ゲ ー
ト 全 閉 と し た 状 態 で 、 ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 の 他 方 に お い て 、 上 流 な ら び に 下 流 の 制 水 ゲ ー
ト を 全 閉 と し た 後 に 排 水 ゲ ー ト を 開 け ば 、 上 流 の 制 水 ゲ ー ト と 下 流 の 制 水 ゲ ー ト に 囲 ま れ
た 、 そ の 用 水 路 の ２ 分 割 さ れ た 部 分 に 捕 捉 さ れ た 水 が 、 下 り 壁 の 前 面 に 滞 留 し た 浮 い た 塵
芥 な ら び に 水 平 の ス ク リ ー ン の 下 面 に 捕 捉 さ れ た 塵 芥 と 一 緒 に 排 水 ゲ ー ト か ら 用 水 路 の 外
に 放 出 さ れ る 。 放 出 が 終 っ た ら 直 ち に 排 水 ゲ ー ト を 閉 じ 、 次 に 上 下 流 の 制 水 ゲ ー ト を 開 け
ば 最 初 の 状 態 に 戻 る 。
こ の 時 、 ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 の 一 方 に お い て は 、 上 流 と 下 流 の 制 水 ゲ ー ト を 全 開 と し 排 水
ゲ ー ト を 全 閉 と し て あ る か ら 、 こ の 部 分 を 流 下 す る 水 に よ り 、 用 水 路 を 下 流 に 流 れ る 水 が
途 切 れ る こ と が な い 。 ま た 上 流 の 制 水 ゲ ー ト に 堰 き 止 め ら れ た 流 水 が 溢 れ る こ と も な い 。
こ の よ う に 、 水 路 幅 を ２ 分 割 し た 水 路 の 一 方 と 他 方 を 除 塵 と 通 水 に 交 互 に 使 用 し て 、 流 水
に 混 入 し た 塵 芥 を 用 水 路 の 外 に 排 出 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 用 水 路 の 除 塵 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 用 水 路 の 除 塵 装 置 に お い て 、
２ 門 の 上 流 の 制 水 ゲ ー ト の 下 流 側 に お い て 、 用 水 路 の 方 向 を 約 ９ ０ ° （ 例 え ば 左 方 向 に ）
曲 げ る 。
そ し て 、 反 曲 げ 方 向 側 の （ 例 え ば 右 側 の ） ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 、 上 流 の 制 水 ゲ
ー ト の 下 流 に お い て 直 ち に 水 路 底 を 下 げ 、 隣 接 す る 分 割 さ れ た 用 水 路 と の 間 を 隔 て る 導 水
壁 な ら び に 導 流 壁 を 兼 ね た 下 り 壁 に よ っ て 、 流 水 を 押 し 下 げ な が ら 用 水 路 の 曲 げ 方 向 （ 例
え ば 左 方 向 ） に 導 き 、 曲 げ 方 向 の 側 （ 例 え ば 左 側 ） に 隣 接 す る ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 の 下 を
暗 渠 で 通 っ た 後 に 、 水 平 の ス ク リ ー ン を 通 り 下 流 の 制 水 ゲ ー ト に 至 っ て 水 路 幅 を 分 割 さ れ
た 区 間 を 終 り 、 隣 接 す る 分 割 さ れ た 用 水 路 と 合 流 す る 構 造 と す る 。
ま た 、 曲 げ 方 向 側 の （ 例 え ば 左 側 の ） ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 、 上 流 の 制 水 ゲ ー ト
の 下 流 に お い て 、 ま ず 第 １ に 隣 接 す る 反 曲 げ 方 向 側 （ 右 側 ） の ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 の 暗 渠
の 上 を 越 え た 後 に 水 路 底 を 下 げ 、 前 方 に あ る 反 曲 げ 方 向 側 （ 例 え ば 右 側 ） の 用 水 路 側 壁 と
、 曲 げ 方 向 側 （ 例 え ば 左 側 ） の 下 り 壁 に よ っ て 、 流 水 を 押 し 下 げ な が ら 用 水 路 の 曲 げ 方 向
（ 例 え ば 左 方 向 ） に 導 き 、 下 り 壁 の 下 を 通 っ た 後 に 水 平 の ス ク リ ー ン を 通 り 、 下 流 の 制 水
ゲ ー ト に 至 っ て 水 路 幅 を 分 割 さ れ た 区 間 を 終 り 、 隣 接 す る 、 分 割 さ れ た 用 水 路 と 合 流 す る
構 造 と す る 。
こ の よ う に す れ ば 、 上 流 の 制 水 ゲ ー ト と 導 流 壁 に よ っ て ２ 分 割 さ れ た 、 分 割 さ れ た 用 水 路
の 相 対 位 置 の 右 左 の 関 係 が 用 水 路 の 曲 げ に よ っ て 逆 転 す る 。
そ し て 、 ２ 分 割 さ れ た 用 水 路 は 両 方 と も 、 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 に お い て 反 曲 げ 方 向 側
（ 例 え ば 右 側 ） の 水 路 側 壁 に 関 係 す る こ と が で き る か ら 、 こ の 部 分 に 設 け た 排 水 口 を 開 閉
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す る 排 水 ゲ ー ト を 設 置 す る こ と に よ り 、 塵 芥 の 排 出 口 を 用 水 路 の 反 曲 げ 方 向 側 （ 例 え ば 右
側 ） の 水 路 壁 に 集 中 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 用 水 路 の 除 塵 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ の 用 水 路 の 除 塵 装 置 に お い て 、 用 水 路 の 途 中 の 適 当 な 長 さ の 部 分 を 選 ん
で 水 路 底 を 低 く し た 部 分 を 設 け 、 そ の 上 流 と 下 流 の 若 干 の 長 さ の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有
す る 部 分 を も 含 む 区 間 を 定 め て 水 路 幅 を ｎ 分 割 す る （ ｎ － １ ） 連 の 導 流 壁 を 設 置 す る 。
こ の 導 流 壁 の 上 流 端 に 各 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る ｎ 門 の 制 水 ゲ ー ト を 設 け 、 同 時 に 下
流 端 に も 、 各 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る n門 の 制 水 ゲ ー ト を 設 け た 上 で 、 各 分 割 さ れ た
用 水 路 に 下 り 壁 、 水 平 の ス ク リ ー ン 、 排 水 ゲ ー ト を 設 置 す る こ と に よ り 、 こ れ ら ｎ 個 の 分
割 し た 用 水 路 の 内 （ ｎ － １ ） 個 の 用 水 路 に お い て 通 水 を 確 保 し つ つ 、 残 る １ 個 の 用 水 路 に
お い て 制 水 ゲ ー ト と 排 水 ゲ ー ト を 開 閉 操 作 し て 、 流 水 に 混 入 し た 塵 芥 を 用 水 路 の 外 へ 順 次
排 出 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 用 水 路 の 除 塵 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か の 用 水 路 の 除 塵 装 置 に お い て 、 下 流 の 制 水 ゲ ー ト に 回 転 軸 中
心 と 扉 体 重 心 位 置 を 調 整 し た フ ラ ッ プ ゲ ー ト を 採 用 し て 、 用 水 路 の 下 流 方 向 へ の 水 流 を 妨
げ る こ と が 少 な く 、 塵 芥 の 排 出 操 作 時 に は 、 用 水 路 の 下 流 方 向 か ら 排 水 口 に 逆 流 す る 水 流
を 妨 げ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 用 水 路 の 除 塵 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か の 用 水 路 の 除 塵 装 置 に お い て 、 下 流 の 制 水 ゲ ー ト の 代 わ り に
落 差 工 ま た は 越 流 堰 を 設 置 し て 、 塵 芥 の 排 出 操 作 時 に お い て は 、 用 水 路 の 下 流 方 向 か ら 排
水 ゲ ー ト に 逆 流 す る 水 流 を 軽 減 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 用 水 路 の 除 塵 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か の 用 水 路 の 除 塵 装 置 に お い て 、 排 水 ゲ ー ト の 下 流 に 広 い 排 水
用 網 面 を 有 す る 充 分 に 大 き い 容 積 の 塵 芥 捕 集 箱 を 置 い て 塵 芥 を 再 び 捕 捉 し 、 適 宜 塵 芥 捕 集
箱 を ク レ ー ン で 引 き 上 げ て 、 分 別 、 焼 却 等 の 処 理 、 処 分 を 行 う よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る 用 水 路 の 除 塵 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 農 業 用 水 や 水 力 発 電 所 用 水 等 の た め に 設 備 す る 用 水 路 に お い て 、 流 水 と 一 緒 に
流 入 し た 塵 芥 を 流 水 か ら 分 離 し て 用 水 路 の 外 に 排 出 す る た め に 使 用 さ れ る 用 水 路 の 除 塵 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
用 水 を 河 川 か ら 取 水 す る と き に 流 水 と 一 緒 に 用 水 路 に 流 入 す る 塵 芥 は 水 の 利 用 上 邪 魔 と な
る の で 、 様 々 な 工 夫 と 努 力 に よ っ て そ の 排 除 を 行 っ て き た 。
そ の 方 法 の 最 も 基 本 的 な も の で は 用 水 路 に 棒 鋼 を 斜 め に 立 て 並 べ た ス ク リ ー ン で 流 下 す る
塵 芥 を 捕 捉 し 人 力 に よ り 熊 手 で 掻 き 上 げ て い た の で あ る 。
し か し 設 備 の 大 形 化 等 に よ り 、 除 塵 作 業 の 機 械 化 の 要 請 が 強 く な り 、 様 々 な 除 塵 装 置 が 工
夫 さ れ 開 発 さ れ て 、 使 用 さ れ て き た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 に あ り ま せ ん
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 流 水 中 に 混 入 し た 塵 芥 を 捕 捉 し て 水 か ら 分 離 す る 機 械 設 備 は 、 様 々 な 大 き さ 、
形 状 、 材 質 の 塵 芥 に 対 応 し て 水 中 で 運 転 す る た め 、 大 規 模 と な り 高 価 な も の と な る 。
ま た 用 水 路 に は 休 む こ と な く 水 が 流 入 し 、 そ れ に 伴 っ て 塵 芥 も 次 々 に 流 れ て く る の で 除 塵
装 置 は 運 転 回 数 が 多 く 、 損 耗 が 激 し い の で 、 維 持 と 修 繕 に 多 額 の 出 費 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 用 水 路 か ら 引 き 上 げ た 塵 芥 の 処 分 も 多 く の 労 力 と 費 用 が 必 要 で あ る 。 近 年 、 流 水 中 に
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混 入 す る 塵 芥 の 量 が 増 加 す る 傾 向 に あ る た め 、 用 水 路 の 管 理 者 に と っ て 解 決 を 求 め た い 重
要 事 項 の １ つ が 、 こ の 塵 芥 の 処 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 近 年 は 、 河 川 か ら 用 水 を 取 水 す る に 際 し て 塵 芥 を 分 離 し 、 用 水 路 に 入 れ ず に 河 川 に
戻 し て し ま う 工 夫 も 行 わ れ る よ う に な り 、 取 水 口 前 面 に 水 平 横 ス ク リ ー ン を 取 付 け 自 然 に
流 下 す る よ う に し た も の や 放 水 ゲ ー ト か ら 塵 芥 を 流 下 さ せ つ つ 取 水 す る 取 水 設 備 の 開 発 等
、 様 々 な 工 夫 が な さ れ る よ う に な っ た が 、 そ の 効 果 は 不 充 分 で 改 良 が 求 め ら れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 で は 、 用 水 路 の 途 中 に 設 備 し た ス ク リ ー ン と ゲ ー ト 設
備 を 効 果 的 に 配 置 し 、 少 量 の 水 を 使 用 し て 塵 芥 を 河 川 に 戻 す こ と に し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
す な わ ち 、 用 水 路 の 途 中 に 水 路 底 を 低 く し た 水 深 の 深 い 箇 所 を 作 り 、 そ の 中 間 に 下 り 壁 を
設 置 し て 、 下 り 壁 の 上 流 で 上 か ら 下 に 降 下 し た 水 流 が 、 下 り 壁 の 下 流 で 再 び 上 昇 し て 通 常
の 流 れ に 戻 る 位 置 に 水 平 の ス ク リ ー ン を 設 備 し て 流 水 に 混 入 し た 塵 芥 を 捕 捉 す る 。
そ し て 水 平 の ス ク リ ー ン の 下 方 に 設 け た 排 水 ゲ ー ト を 開 く と 、 用 水 路 の 内 に あ る 水 が 排 水
ゲ ー ト か ら 流 出 す る の で 、 水 平 の ス ク リ ー ン の 下 側 に 捕 捉 さ れ た 塵 芥 が 、 水 と 一 緒 に 用 水
路 の 外 に 排 出 さ れ る の で あ る 。
こ の 時 、 水 平 の ス ク リ ー ン の 下 側 に 捕 捉 さ れ た 塵 芥 を 流 す た め に は 、 水 平 の ス ク リ ー ン よ
り 下 流 側 に あ る 水 が 逆 流 す れ ば 、 水 平 の ス ク リ ー ン を 上 部 か ら 洗 う 状 態 と な り 除 塵 の 効 果
が 良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 水 面 に 浮 い て 流 れ て き た 塵 芥 が 下 り 壁 の 上 流 側 に 滞 留 し た も の を 流 す た め に は 、 下 り
壁 の 上 流 側 に あ る 水 が 勢 い よ く 流 下 す れ ば 除 塵 の 効 果 が 良 い 。
さ ら に 、 排 水 口 が 塵 芥 の 大 き さ に 応 じ て 適 度 に 大 き い こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 排 水 ゲ ー ト
を 開 い た と き に 流 出 す る 水 量 は 適 度 の 有 限 で あ る 方 が 、 除 塵 は 短 時 間 で 効 率 よ く 実 行 さ れ
る こ と も 経 験 上 知 ら れ て い る 。
そ こ で 、 用 水 路 の 途 中 の 水 路 底 を 低 く し て 水 深 を 深 く し た 区 間 に 隣 接 し た 用 水 路 の 上 流 側
と 下 流 側 の 普 通 の 断 面 の 位 置 を 選 ん で 制 水 ゲ ー ト を 設 備 し 、 排 水 ゲ ー ト を 開 く 前 に こ の 上
流 と 下 流 の 制 水 ゲ ー ト を 閉 じ て お く と 塵 芥 の 排 出 に 必 要 な 時 間 が 短 縮 さ れ 、 水 の 損 失 量 も
少 な く て 効 率 良 く 除 塵 を 実 行 す る こ と が で き る の で あ る 。
そ し て 排 水 ゲ ー ト か ら 水 と 一 緒 に 放 出 さ れ た 塵 芥 は そ の ま ま 河 川 に 戻 る か ら 用 水 路 の 管 理
者 は 流 水 か ら 捕 捉 し 引 き 上 げ た 塵 芥 の 処 分 の 業 務 か ら 開 放 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 用 水 路 の 途 中 の 水 深 を 深 く し た 所 に 設 け た 下 り 壁 と 水 平 ス ク リ ー ン と 排 水 ゲ ー
ト 、 な ら び に 上 流 と 下 流 に 設 置 し た 制 水 ゲ ー ト に よ っ て 構 成 し た 用 水 路 の 除 塵 装 置 は 、 従
来 の 除 塵 装 置 の よ う に 数 多 く の 精 密 な 機 械 部 品 で 構 成 さ れ ず 、 制 水 ゲ ー ト と 排 水 ゲ ー ト は
一 般 的 に 使 用 さ れ る ゲ ー ト 設 備 で あ る か ら 価 格 も 安 く 、 耐 久 性 に も 優 れ て い る 。 加 え て 排
水 ゲ ー ト は 用 水 路 の 所 々 に 設 備 す る 排 砂 ゲ ー ト を 兼 用 す る こ と が で き 、 制 水 ゲ ー ト も 管 理
上 用 水 路 の 所 々 に 設 備 す る 制 水 ゲ ー ト と し て の 兼 用 も 可 能 で あ る か ら 、 こ の 除 塵 装 置 は 非
常 に 建 設 費 の 負 担 の 小 さ い 設 備 で あ り 、 運 転 に よ る 損 耗 も 少 な い の で 、 維 持 管 理 に お け る
経 済 性 に も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 は 優 れ た 特 徴 を 有 す る の で あ る が 、 根 本 的 な
問 題 点 を 抱 え て い る 。 そ れ は 、 除 塵 操 作 を 実 行 す る 度 に 上 下 流 の 用 水 路 の 水 位 が 著 し く 変
動 す る こ と で あ る 。
す な わ ち 、 除 塵 操 作 を す る た め に 制 水 ゲ ー ト を 閉 じ て 用 水 路 を 閉 塞 し 排 水 ゲ ー ト を 開 い て
一 部 と は い え 用 水 路 内 の 水 を 放 出 す る の で 、 用 水 路 下 流 側 の 水 位 が 著 し く 低 下 し 、 上 流 側
で は 水 位 が 上 昇 す る の で 、 安 全 の た め に 余 水 用 の 越 流 堰 が 必 要 と な る 場 合 も あ る 。
し た が っ て 、 水 力 発 電 所 の 用 水 路 で は 発 電 所 の 発 電 出 力 が 低 下 変 動 す る 不 具 合 が 発 生 す る
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し 、 農 業 用 水 路 で は 下 流 の 配 水 池 の 水 位 が 低 下 し て 管 路 に 空 気 が 混 入 す る 不 具 合 が 発 生 す
る 心 配 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ こ で こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 に お い て は 、 除 塵 装 置 を 設 け る 位 置 で は 、 用 水 路 の 幅
を ２ ま た は ｎ に 等 分 割 す る 導 流 壁 を 設 け て 、 除 塵 操 作 を １ ／ ２ ま た は １ ／ ｎ の 用 水 路 幅 に
お い て 実 行 し 、 残 り の １ ／ ２ ま た は （ ｎ － １ ） ／ ｎ の 用 水 路 は 通 常 通 り 通 水 を 継 続 す る こ
と に し た の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に す れ ば 、 除 塵 操 作 に よ っ て 上 流 ま た は 下 流 の 水 位 が 著 し く 変 動 す る こ と は 回 避
で き る 。
も ち ろ ん 、 用 水 路 の 幅 を ４ ま た は ５ に 等 分 割 す る こ と は 可 能 で あ り 、 ｎ を 大 き く す れ ば 水
位 の 変 動 を 穏 や か に す る 効 果 は そ れ な り に 向 上 す る が 、 設 備 費 が 上 昇 し 、 管 理 も 複 雑 と な
り 、 ｎ を ４ 以 上 と す る こ と は 特 別 大 型 の 場 合 の ほ か で は 推 奨 し な い 。
ま た 用 水 路 の 幅 を ２ に 等 分 割 す る 場 合 に お い て も 用 水 路 の 幅 を 除 塵 装 置 の 部 分 に お い て 拡
大 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 水 位 変 動 を 穏 や か に す る 効 果 は 充 分 に 得 ら れ る の で あ る 。
請 求 項 １ の 形 式 の 除 塵 装 置 は 用 水 路 が 水 路 橋 と な っ て 河 川 上 を 横 断 す る 場 合 の よ う に 排 水
ゲ ー ト を 用 水 路 の 左 右 両 側 の 側 壁 に 設 備 し て 塵 芥 を 混 入 し た 水 を 放 出 す る こ と が 可 能 な 場
合 に 利 用 す れ ば 好 都 合 で あ る 。
ま た 請 求 項 ２ の 形 式 の 除 塵 装 置 は 用 水 路 の 左 ま た は 右 の 片 側 の 側 壁 に 排 水 ゲ ー ト を 設 備 す
る の が 好 ま し い 場 合 に 利 用 で き る 。
請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ の 形 式 の 除 塵 装 置 は 下 流 の 制 水 ゲ ー ト を 経 済 的 な 形 式 と し た も の
で 、 さ ら に 経 済 性 を 追 求 し た 除 塵 装 置 で あ る 。
請 求 項 ６ の 形 式 の 除 塵 装 置 は 、 塵 芥 を 河 川 に 放 出 す る こ と が 許 容 さ れ な い 場 合 に 利 用 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
以 下 、 こ の 発 明 に 係 る 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ な い し 図 ５ は こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の １ 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 図 １ は こ の
実 施 例 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 平 面 図 、 図 ２ は そ の 断 面 図 で と も に 通 常 の 通 水 状 態 を 示 し 、
図 ３ は そ の 断 面 図 で 上 流 と 下 流 の 制 水 ゲ ー ト を 閉 じ て 除 塵 操 作 を 開 始 し た 状 態 を 示 し 、 図
４ は そ の 断 面 図 で さ ら に 進 ん で 排 水 ゲ ー ト を 開 き 、 水 と 一 緒 に 塵 芥 を 放 出 し た 状 態 を 示 し
、 図 ５ は 右 岸 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 が 除 塵 さ れ た 状 態 の 平 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ お よ び 図 ４ に お い て 、 用 水 路 の 途 中 の 適 当 な 長 さ の 部 分 を 選 ん で 水 路 の
底 を 低 く し た 部 分 １ を 設 け 、 そ の 上 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 若 干 長 の 部 分 ２ と 、
そ の 下 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 若 干 長 の 部 分 ３ を 含 む 区 間 を 定 め て 水 路 幅 を ２ 分
割 す る １ 連 の 導 流 壁 ４ を 設 置 す る 。
こ の 導 流 壁 ４ の 上 流 端 に お い て 導 流 壁 ４ の 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る 制 水 ゲ ー ト
５ 、 な ら び に 導 流 壁 ４ の 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る 制 水 ゲ ー ト ６ を 設 置 す る 。
ま た 、 導 流 壁 ４ の 下 流 端 に お い て も 、 導 流 壁 ４ の 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る 制 水
ゲ ー ト ７ 、 な ら び に 導 流 壁 ４ の 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 を 開 閉 す る 制 水 ゲ ー ト ８ を 設 置 す
る 。
さ ら に 用 水 路 の 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ の 長 さ の 中 間 に お い て 、 導 流 壁 ４ の 右 側 の 分 割
さ れ た 水 路 の 下 り 壁 ９ と 、 導 流 壁 ４ の 左 側 の 分 割 さ れ た 水 路 の 下 り 壁 １ ０ を 、 水 路 の 側 壁
と 導 流 壁 ４ の 天 端 か ら 普 通 の 水 路 底 の 高 さ ま で の 部 分 に お い て 水 流 を 妨 げ る よ う に 設 置 す
る 。
ま た 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ の 下 り 壁 ９ な ら び に １ ０ の 下 流 側 に 位 置 す る 部 分 全 体 を 覆
う よ う に 、 普 通 の 水 路 底 の 高 さ の 水 平 ス ク リ ー ン １ １ な ら び に １ ２ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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加 え て 、 用 水 路 の 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ の 下 り 壁 ９ ま た は １ ０ の 上 流 側 を 選 ん で 、 導
流 壁 ４ の 右 側 の 分 割 さ れ た 水 路 に お い て は 、 用 水 路 の 右 岸 の 側 壁 の 下 端 に 設 け た 排 水 口 を
開 閉 す る 排 水 ゲ ー ト １ ３ を 設 け 、 導 流 壁 ４ の 左 側 の 分 割 さ れ た 水 路 に お い て は 、 用 水 路 の
左 岸 の 側 壁 の 下 端 に 設 け た 排 水 口 を 開 閉 す る 排 水 ゲ ー ト １ ４ を 設 け る 。
こ の よ う に 構 成 し た 上 で 、 制 水 ゲ ー ト ５ ， ６ ， ７ ， ８ を 全 開 し 、 排 水 ゲ ー ト １ ３ ， １ ４ を
全 閉 し て 用 水 路 に 水 を 流 せ ば 、 水 流 は 用 水 路 の 幅 を 分 割 し た 導 流 壁 ４ に よ っ て 右 と 左 に 分
割 さ れ て 除 塵 装 置 の 区 間 に 流 入 す る 。 そ の 後 、 制 水 ゲ ー ト ５ な ら び に ６ を 通 過 し て 後 に 水
路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ に 流 入 し 、 下 り 壁 ９ な ら び に １ ０ に よ っ て 下 方 に 押 し 下 げ ら れ 下
り 壁 ９ な ら び に １ ０ 下 を 潜 る 。
そ の 下 流 で は 、 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ が 終 了 す る の で 水 流 は 上 方 に 押 し 上 げ ら れ て 水
平 ス ク リ ー ン １ １ な ら び に １ ２ の ス ク リ ー ン の バ ー の 間 を 通 過 し て 、 普 通 の 水 路 底 の 高 さ
の 部 分 に 至 り 、 制 水 ゲ ー ト ７ な ら び に ８ を 通 過 し て 導 流 壁 ４ の 下 流 端 に お い て 合 流 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 流 れ の 過 程 に お い て 、 流 下 す る 水 の 水 面 に 浮 い て 流 れ て き た 塵 芥 １ ５ は 下 り 壁 ９ な ら
び に １ ０ の 上 流 面 に 滞 留 し 、 流 下 す る 水 に 混 じ っ て 流 れ て き た 塵 芥 １ ６ は 水 平 ス ク リ ー ン
１ １ な ら び に １ ２ の 下 面 に 捕 捉 さ れ る 。
こ の 状 態 を 示 す 平 面 図 が 図 １ で あ り 、 断 面 図 が 図 ２ で あ る 。 こ の 時 の 断 面 図 の 状 態 は 導 流
壁 ４ の 右 側 に お い て も 左 側 に お い て も 同 一 で あ る が 、 図 ２ に お い て は 導 流 壁 ４ の 右 側 の 分
割 さ れ た 用 水 路 で あ る と し て 符 号 が 付 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 状 態 に お い て 除 塵 操 作 を 行 う と す れ ば 以 下 の よ う に な る 。 例 え ば 、 導 流 壁 ４ の 右 側 の
分 割 さ れ た 用 水 路 に お い て 除 塵 操 作 を 行 う こ と に す る 。
第 １ に 上 流 の 制 水 ゲ ー ト ５ と 下 流 の 制 水 ゲ ー ト ７ を 全 閉 に す る 。 こ の 状 態 の 右 側 の 分 割 さ
れ た 用 水 路 の 断 面 図 が 図 ３ で あ る 。
図 ３ の 状 態 で は 、 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 、 上 流 の 制 水 ゲ ー ト ５ 、 下 流 の 制 水 ゲ ー ト ７
な ら び に 導 流 壁 ４ に 囲 ま れ た 部 分 は 閉 塞 状 態 で あ り 、 水 の 流 れ は 停 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 左 岸 の 分 割 さ れ た 用 水 路 は 、 図 ２ の 状 態 で あ る か ら 水 の 流 下 が 可 能 で あ る 。 し か し
、 有 効 な 水 路 幅 が 半 減 し た こ と に よ り 損 失 水 頭 が 大 き く な り 、 制 水 ゲ ー ト ５ の 上 流 で は 若
干 水 位 が 上 昇 し 、 制 水 ゲ ー ト ７ の 下 流 で は 若 干 水 位 が 降 下 し て い る 。
そ こ で 、 図 ３ の 状 態 に な っ た ら 直 ち に 、 排 水 ゲ ー ト １ ３ を 全 開 し て 囲 ま れ た 部 分 の 水 を 放
出 す れ ば 、 塵 芥 １ ５ な ら び に １ ６ は 水 と 一 緒 に 排 水 ゲ ー ト １ ３ か ら 用 水 路 の 外 に 放 出 さ れ
る 。 こ の 時 流 出 す る 水 の 量 は 制 水 ゲ ー ト ５ と 制 水 ゲ ー ト ７ 囲 ま れ た 部 分 に 存 在 し た も の に
限 定 さ れ る の で 短 時 間 に 流 出 が 完 了 す る と 同 時 に 、 用 水 路 の 上 流 側 と 下 流 側 の 水 位 は 損 失
し な い の で 下 流 の 水 位 低 下 な ど 利 水 上 の 障 害 が 軽 減 さ れ る 。
塵 芥 １ ５ な ら び に １ ６ を 含 ん だ 水 の 排 出 が 終 了 し た ら 直 ち に 排 水 ゲ ー ト １ ３ を 閉 じ 、 制 水
ゲ ー ト ５ と ７ を 全 開 す る 。
そ の 結 果 用 水 路 の 流 れ は 図 ２ の 状 態 に 回 復 す る 。 こ の 状 態 を 示 す 平 面 図 が 図 ５ で あ り 、 導
流 壁 ４ の 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 か ら は 塵 芥 １ ５ な ら び に １ ６ が 消 失 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 説 明 し た の は 右 岸 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 除 塵 操 作 で あ る が 、 左 岸 側 の 分 割 さ れ た 用
水 路 の 除 塵 操 作 も 同 じ 手 順 で 実 施 す る こ と が で き る 。
こ の よ う に し て こ の 実 施 例 に お い て は 、 用 水 路 の 下 流 の 水 位 低 下 な ど 利 水 上 の 障 害 を 軽 微
に し つ つ 、 流 水 に 混 入 し た 塵 芥 を 用 水 路 の 外 に 少 量 の 水 と 一 緒 に 放 出 す る こ と が で き る 。
こ の 実 施 例 に お い て は 排 水 ゲ ー ト を 用 水 路 の 両 側 の 側 壁 に 設 備 す る の で 、 例 え ば 、 用 水 路
が 水 路 橋 と な っ て 渓 流 の 上 を 越 え る 場 所 な ど に 設 置 す る と 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ６ な い し 図 １ ０ は こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 図 ６ は
こ の 実 施 例 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 平 面 図 、 図 ７ は 右 岸 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 断 面 図 で と
も に 普 通 の 通 水 状 態 を 示 し 、 図 ８ は 中 央 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 断 面 図 で 除 塵 操 作 を 開 始 し
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た 状 態 を 示 し 、 図 ９ は 左 岸 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 断 面 図 で 排 水 ゲ ー ト を 開 き 、 水 と 一 緒
に 塵 芥 を 放 出 し た 状 態 を 示 し 、 図 １ ０ は 左 岸 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 除 塵 操 作 が 終 了 し 、
普 通 の 通 水 状 態 に 復 帰 し た 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に お い て 、 用 水 路 の 途 中 の 用 水 路 が 左 に ９ ０ ° 折 曲
っ た 部 分 を 選 ん で 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ を 設 け 、 そ の 上 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有
す る 若 干 長 の 部 分 ２ と 、 そ の 下 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 若 干 長 の 部 分 ３ を 含 む 区
間 を 定 め て 除 塵 装 置 の 区 間 と し 、 導 流 壁 を 設 置 し て 水 路 幅 を ３ 分 割 す る と 同 時 に 、 適 当 箇
所 に 暗 渠 を 設 け て 分 割 し た 用 水 路 の 左 右 の 関 係 が 逆 転 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
す な わ ち 、 用 水 路 が 左 に 折 曲 る 手 前 に お い て 、 導 流 壁 ２ １ ， ２ ２ を 設 け て 用 水 路 の 幅 を ３
分 割 し 、 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 入 口 に 制 水 ゲ ー ト ２ ４ を 設 置 し 、 中 央 の 分 割 さ れ た 用
水 路 の 入 口 に 制 水 ゲ ー ト ２ ５ を 設 置 し 、 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 入 口 に 制 水 ゲ ー ト ２ ６
を 設 置 す る 。
そ の 内 、 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 、 制 水 ゲ ー ト ２ ４ の 下 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路
底 を 有 す る 部 分 ２ の 長 さ は 短 く 、 直 ち に 水 路 底 を 低 く し た 部 分 １ と な る 。 こ の 水 路 底 を 低
く し た 部 分 １ の 右 側 に は 低 い 水 路 底 か ら の 排 水 ゲ ー ト ３ ６ が あ り 、 左 側 に は 導 流 壁 ２ ０ の
右 側 面 の 下 り 壁 面 ３ ０ の 下 に 低 い 水 路 底 か ら 左 の 方 向 に 進 む 暗 渠 ３ ９ の 入 口 が あ る 。 こ の
暗 渠 ３ ９ は 中 央 の 分 割 さ れ た 用 水 路 と 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 下 を 潜 っ た 後 に 水 平 ス ク
リ ー ン ３ ３ の 下 に 達 し て い る 。 そ し て 、 水 平 ス ク リ ー ン ３ ３ よ り 下 流 側 で は 、 普 通 の 高 さ
の 水 路 底 を 有 す る 部 分 ３ に 逆 流 防 止 用 フ ラ ッ プ ゲ ー ト ２ ７ が 下 流 側 の 制 水 ゲ ー ト と し て 設
置 さ れ そ の 下 流 側 で 導 流 壁 ２ ２ が 終 了 し 、 用 水 路 の 分 割 部 分 が 終 了 す る 。
こ の 分 割 さ れ た 用 水 路 は 、 上 流 で は 右 岸 側 壁 と 導 流 壁 ２ ０ に 挟 ま れ て 用 水 路 の 右 側 に 位 置
し て い る が 、 下 流 で は 、 導 流 壁 ２ ２ と 左 岸 側 壁 に 挟 ま れ て 用 水 路 の 左 側 に 位 置 し て い る 。
ま た 、 中 央 の 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 制 水 ゲ ー ト ２ ５ の 下 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を
有 す る 部 分 ２ は 暗 渠 ３ ９ の 上 を 越 え る た め 若 干 長 く な り 、 そ の 後 に 水 路 底 を 低 く し た 部 分
１ と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 水 路 底 を 低 く し た 部 分 １ の 右 側 に は 低 い 水 路 底 か ら の 排 水 ゲ ー ト ３ ７ が あ り 、 左 側 に
は 導 流 壁 ２ １ の 右 側 面 の 下 り 壁 面 ３ １ の 下 に 、 低 い 水 路 底 か ら 左 の 方 向 に 進 む 暗 渠 ４ ０ の
入 口 が あ る 。 こ の 暗 渠 ４ ０ は 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 下 を 潜 っ た 後 に 水 平 ス ク リ ー ン ３
４ の 下 に 達 し て い る 。
そ し て 水 平 ス ク リ ー ン ３ ４ よ り 下 流 側 で は 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 部 分 ３ に 逆 流 防 止
用 フ ラ ッ プ ゲ ー ト ２ ８ が 下 流 の 制 水 ゲ ー ト と し て 設 置 さ れ 、 そ の 下 流 部 で 導 流 壁 ２ ２ ， ２
３ が 終 了 し 用 水 路 の 分 割 が 終 了 す る 。
こ の 分 割 さ れ た 用 水 路 は 、 上 流 で は 導 流 壁 ２ ０ と ２ １ に 挟 ま れ て 中 央 に 位 置 し 、 下 流 で は
導 流 壁 ２ ２ と ２ ３ に 挟 ま れ て や は り 中 央 に 位 置 す る 。
さ ら に 、 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 、 制 水 ゲ ー ト ２ ６ の 下 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路
底 を 有 す る 部 分 ２ は 、 暗 渠 ３ ９ と ４ ０ の 上 を 越 え る た め に も っ と も 長 く な り 、 そ の 後 に 水
路 底 を 低 く し た 部 分 １ と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 水 路 底 を 低 く し た 部 分 １ の 右 側 奥 に は 低 い 水 路 底 か ら の 排 水 ゲ ー ト ３ ８ が あ り 、 左 側
に は 下 り 壁 ３ ２ が あ り 、 そ の 下 を 潜 っ た 先 に 水 平 ス ク リ ー ン ３ ５ が あ る 。
そ し て 水 平 ス ク リ ー ン ３ ５ よ り 下 流 側 で は 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 部 分 ３ に 逆 流 防 止
用 フ ラ ッ プ ゲ ー ト ２ ９ が 下 流 の 制 水 ゲ ー ト と し て 設 置 さ れ 、 そ の 下 流 部 で 導 流 壁 ２ ３ が 終
了 し 用 水 路 の 分 割 が 終 了 す る 。
こ の 分 割 さ れ た 用 水 路 は 、 上 流 で は 左 岸 側 壁 と 導 流 壁 ２ １ に 挟 ま れ て 用 水 路 の 左 側 に 位 置
し て い る が 、 下 流 で は 導 流 壁 ２ ３ と 右 岸 側 壁 に 挟 ま れ て 用 水 路 の 右 側 に 位 置 し て い る 。
こ の 実 施 例 で は 、 用 水 路 が 左 に 折 曲 が る こ と を 利 用 し て 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ と 上 流
な ら び に 下 流 の 普 通 の 高 さ の 水 路 底 を 有 す る 部 分 に お い て 、 上 流 と 下 流 各 ２ 組 の 導 流 壁 と
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２ 個 所 の 暗 渠 を 適 当 位 置 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 ３ 本 の 分 割 し た 用 水 路 の 相 互 の 左 右 の
位 置 関 係 を 逆 転 さ せ た 結 果 、 排 水 ゲ ー ト ３ ６ ， ３ ７ ， ３ ８ の ３ 門 を 用 水 路 の 右 岸 に 集 中 さ
せ 、 か つ 各 排 水 ゲ ー ト の 敷 高 は 水 路 の 底 を 低 く し た 部 分 １ の 水 路 底 の 高 さ に 同 等 と す る こ
と に 成 功 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
当 然 、 用 水 路 が 右 に 曲 が る 場 合 を 利 用 す れ ば 、 排 水 ゲ ー ト ３ 門 を 用 水 路 の 左 岸 に 集 中 さ せ
る こ と が で き る 。
そ し て 、 用 水 路 の 幅 を 分 割 す る 数 が ２ の 場 合 に 比 較 し て こ の 実 施 例 で は ３ 分 割 し て い る の
で 、 分 割 し た 用 水 路 １ 本 ず つ 順 次 除 塵 操 作 し て ゆ く 場 合 に 発 生 す る 下 流 の 水 位 低 下 な ど の
利 水 上 の 障 害 が よ り 軽 減 さ れ る 。
そ の 上 、 こ の 用 水 路 の 幅 を 分 割 す る 数 を ４ ま た は ５ 等 と す る こ と は 技 術 的 に 可 能 で あ り 、
分 割 す る 数 を ｎ と し た 場 合 、 こ の 除 塵 装 置 で は 、 上 流 と 下 流 各 （ ｎ － １ ） 組 の 導 流 壁 と （
ｎ － １ ） 個 所 の 暗 渠 を 適 当 位 置 に 配 置 す れ ば よ い こ と に な る 。 し か し 、 分 割 数 を ４ 以 上 に
大 き く す る こ と は 設 備 費 が 増 大 し て 得 策 で な い こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た こ の 実 施 例 で は 下 流 の 制 水 ゲ ー ト に 逆 流 防 止 用 フ ラ ッ プ ゲ ー ト ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ を 採
用 し て い る 。 こ の フ ラ ッ プ ゲ ー ト ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ は 、 用 水 路 の 側 壁 や 導 流 壁 ２ ２ ， ２ ３
の 天 端 に す え つ け た 軸 受 ４ ３ に よ っ て 支 持 さ れ た 軸 ４ ２ に よ っ て 開 閉 運 動 す る も の で 、 対
重 ４ １ に よ っ て 全 体 の 重 心 が 軸 ４ ２ の 中 心 よ り 少 し 下 流 側 に あ り 、 外 力 が 作 用 し な け れ ば
、 各 分 割 さ れ た 用 水 路 を 閉 塞 す る け れ ど 、 上 流 か ら 水 流 に 押 さ れ た 場 合 に は 軸 ４ ２ を 中 心
に 回 転 し 、 下 に 開 口 部 を 開 き 水 流 を 下 流 方 向 に 移 動 さ せ る よ う 構 成 さ れ て い る 。
こ の よ う に 下 流 の 制 水 ゲ ー ト に 逆 流 防 止 用 フ ラ ッ プ ゲ ー ト を 採 用 す れ ば 、 一 般 的 な ス ラ イ
ド ゲ ー ト 等 を 設 置 す る よ り 経 済 性 に 優 れ 、 操 作 に お い て も 、 こ の フ ラ ッ プ ゲ ー ト は 操 作 の
順 序 に 応 じ て 自 動 的 に 作 動 す る の で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ６ は 、 こ の 実 施 例 の 普 通 の 通 水 状 態 の 平 面 図 で あ り 、 図 ７ は 普 通 の 通 水 状 態 の 最 も 右 側
の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 断 面 図 で あ る 。 図 ７ に お い て は 、 水 に 浮 い て 流 れ て き た 塵 芥 １ ５ は
導 流 壁 ２ ０ の 右 面 の 暗 渠 ３ ９ の 入 口 の 上 に 位 置 す る 下 り 壁 面 ３ ０ 付 近 に 滞 留 し 、 水 に 混 じ
っ て 流 れ て き た 塵 芥 １ ６ は 水 平 ス ク リ ー ン ３ ３ の 下 面 に 捕 捉 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 図 ８ に 示 し た 如 く 中 央 の 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 、 水 に 浮 い て 流 れ て き た 塵 芥 １
５ は 導 流 壁 ２ １ の 右 面 の 暗 渠 ４ ０ の 入 口 の 上 に 位 置 す る 下 り 壁 面 ３ １ 付 近 に 滞 留 し 、 水 に
混 じ っ て 流 れ て き た 塵 芥 １ ６ は 水 平 ク リ ー ン ３ ４ の 下 面 に 捕 捉 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 図 ９ に 示 す 如 く 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 に あ っ て は 、 水 に 浮 い て 流 れ て き た 塵 芥
１ ５ は 導 流 壁 ２ ３ か ら 連 続 し て い る 下 り 壁 ３ ２ の 前 面 に 滞 留 し 、 水 に 混 じ っ て 流 れ て き た
塵 芥 １ ６ は 水 平 ス ク リ ー ン ３ ５ の 下 面 に 捕 捉 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ０ は 左 側 の 分 割 し た 用 水 路 に お い て 除 塵 操 作 を 実 施 し た 結 果 、 下 り 壁 ３ ２ の 前 面 か ら
塵 芥 １ ５ が 消 失 し 、 水 平 ス ク リ ー ン ３ ５ の 下 面 か ら 塵 芥 １ ６ が 消 失 し た 状 態 の 平 面 図 で あ
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 は 、 近 年 増 加 す る 水 の 利 用 の た め 河 川 の 水 を 取 水 し て 利 用 す
る 場 所 ま で 流 し て ゆ く 用 水 路 に お い て 、 水 に 浮 い た り 混 じ っ た り し て 流 れ て く る 塵 芥 を 水
か ら 分 離 す る た め に 開 発 さ れ た も の で あ る 。
そ の 利 用 は 、 農 業 用 水 、 水 力 発 電 所 、 水 道 な ど 多 方 面 で あ る 。
特 に こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 は 、 山 間 部 や 農 村 部 で 流 れ て く る 塵 芥 が 、 落 葉 等 、 無 害
な 有 機 物 で あ る 場 合 に は 、 捕 捉 、 分 離 し た 塵 芥 は 、 再 び 河 川 に 戻 し て よ い の で は な い か と
の 発 想 を 出 発 点 と し て 組 立 て ら れ た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 は 精 密 な 機 械 部 品 を 水 中 で 運 転 す る こ と な く 、 水 か ら 塵 芥 を
捕 捉 、 分 離 す る も の で 、 設 備 費 も 安 価 で 運 転 経 費 も 少 な く 故 障 が 少 な い の で 、 維 持 管 理 も
容 易 で あ る 。 加 え て 除 塵 操 作 の た め に 開 閉 操 作 す る ゲ ー ト （ 水 門 ） の 操 作 シ ス テ ム を 自 動
化 す る こ と は 容 易 で あ り 、 ま た 安 価 で あ る 。
し た が っ て 、 こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 排 水 ゲ ー ト の 下 流 部 に 広 い 排 水 用 網 面 を 有 す
る 大 き い 容 積 を 有 す る 塵 芥 捕 集 箱 を 置 い て 、 塵 芥 を 再 び 捕 捉 し 、 適 宜 ク レ ー ン で 引 上 げ た
塵 芥 捕 集 箱 を 反 転 し て 作 業 床 面 に 広 げ て 、 分 別 作 業 等 を 安 全 か つ 効 率 よ く 実 行 す る よ う 利
用 す る こ と も 可 能 と な っ た 。
こ の よ う に 構 成 し た 塵 芥 の 捕 集 、 処 分 シ ス テ ム は 全 体 と し て 充 分 経 済 性 な ら び に 耐 久 性 に
優 れ た も の と し て 提 供 で き る の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 一 実 施 例 を 示 し 、 普 通 の 通 水 状 態 の 平 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 普 通 の 通 水 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 除 塵 操 作 を 開 始 し た 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 排 水 ゲ ー ト を 開 き 、 水 と 一 緒 に 塵 芥 を 放 出 し た 状 態 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 除 塵 操 作 が 終 了 し 、 普 通 の 通 水 状 態 に 復 帰 し た 状 態 の
平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 用 水 路 の 除 塵 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 普 通 の 通 水 状 態 の 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 右 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 普 通 の 通 水 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 中 央 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 除 塵 操 作 を 開 始 し た 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 排 水 ゲ ー ト を 開 き 、 水 と 一 緒 に 塵 芥 を 放 出 し た 状 態 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 左 側 の 分 割 さ れ た 用 水 路 の 除 塵 操 作 が 終 了 し 、 普 通 の 通 水 状 態 に 復 帰 し た 状 態
の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 低 く し た 部 分
２ 　 部 分
３ 　 部 分
４ 　 導 流 壁
５ 　 制 水 ゲ ー ト
６ 　 制 水 ゲ ー ト
７ 　 制 水 ゲ ー ト
８ 　 制 水 ゲ ー ト
９ 　 下 り 壁
１ ０ 　 下 り 壁
１ １ 　 水 平 ス ク リ ー ン
１ ２ 　 水 平 ス ク リ ー ン
１ ３ 　 排 水 ゲ ー ト
１ ４ 　 排 水 ゲ ー ト
１ ５ 　 塵 芥
１ ６ 　 塵 芥
２ ０ 　 導 流 壁
２ １ 　 導 流 壁
２ ２ 　 導 流 壁
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２ ３ 　 導 流 壁
２ ４ 　 制 水 ゲ ー ト
２ ５ 　 制 水 ゲ ー ト
２ ６ 　 制 水 ゲ ー ト
２ ７ 　 フ ラ ッ プ ゲ ー ト
２ ８ 　 フ ラ ッ プ ゲ ー ト
２ ９ 　 フ ラ ッ プ ゲ ー ト
３ ０ 　 下 り 壁 面
３ １ 　 下 り 壁 面
３ ２ 　 下 り 壁
３ ３ 　 水 平 ス ク リ ー ン
３ ４ 　 水 平 ス ク リ ー ン
３ ５ 　 水 平 ス ク リ ー ン
３ ６ 　 排 水 ゲ ー ト
３ ７ 　 排 水 ゲ ー ト
３ ８ 　 排 水 ゲ ー ト
３ ９ 　 暗 渠
４ ０ 　 暗 渠
４ １ 　 対 重
４ ２ 　 回 転 軸
４ ３ 　 軸 受
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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